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研究成果の概要（和文）： 
 本研究課題の目的は、古代の朝鮮半島と日本の青銅器を対象とし、鉛同位体比分析と元素組

成分析によって原料産地を系統的に調べて、中国～朝鮮半島～日本における技術とモノの動き、

製錬開始時期について考察を行うことである。日本側は古墳時代後期〜古代初め頃までの古墳

や遺跡の出土資料が、韓国側は国立中央博物館と釜山大學校博物館の所蔵資料が主な対象であ

る。朝鮮半島出土資料は、韓国での発掘成果報告書刊行にあわせて分析を行い、データの蓄積

を図った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The main purpose of this program was to study the ancient Japanese and Korean 
bronzes on the movements of technology and objects by using the lead isotope and chemical 
composition analysis. The surveyed objects were the excavated materials from Kofun or 
ruins in Japan and the stored materials in The National Museum of Korea and The 
Museum of Busan National University in Korea. We analyzed and stored the data of 
Korean bronzes according to the publication of the reports. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）これまでの研究 
 鉛同位体比よる青銅資料の産地推定は、馬
淵久夫・平尾良光の先行研究（馬淵・平尾、
1982；1983；1987）で、弥生時代～古代（奈
良・平安時代）に日本で製作された青銅器の
原料が、年代の推移に伴い大きく 4 つのグル
ープに分けられることが示された。彼らは、

まず銅鐸には当初「朝鮮半島系遺物」と同様
の原料が、次いで前漢鏡と同様の、産出地域
としては中国華北と考えられる原料が使用
され、また古墳時代仿製鏡には後漢中期～三
国時代の鏡と同様の、産出地域としては中国
華中～華南の原料が使用されたと指摘した。
日本産原料は、鉛としては 6 世紀後半～7 世
紀初めころ、銅としては 7 世紀中葉ころが最
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初の例としてわずかに確認された。大量に使
用されるようになるのは 8 世紀からである。
いずれにせよ、これらは続日本紀にある鉱山
開発の記事と整合しており、ほぼこの前後が
日本における製錬開始時期とみられる。 
 一方、朝鮮半島では、これまで古代にさか
のぼる製錬関係遺跡が見つかっておらず、ま
たそれに関する文献史料もないため、製錬開
始時期はまったく不明であった。 
 
（２）朝鮮半島における問題点 
 われわれは平成 15～17 年度の科研費基盤
研究（Ｂ）「東アジア地域における青銅器文
化の移入と変容および流通に関する多角的
比較研究」（代表：齋藤努）において朝鮮半
島南部（嶺南地域）や楽浪郡出土の、青銅器
時代～三国時代の青銅資料140点の鉛同位体
比測定を行った。その結果、資料の 40％のデ
ータが 2 つのグループ（「グループ GA」「グ
ループ GB」とする）に集中した。 
 このうちグループ GA は紀元前 2 世紀～紀
元 4 世紀の資料が属し、日本の近畿・三遠式
銅鐸と数値が重なることから、中国→楽浪郡
→日本という原料流通経路が想定された。 
 一方グループ GB は 4～7 世紀の資料が含
まれ、従来の研究に従えば中国の華中～華南
産原料と判定される数値であるが、韓国慶尚
北道大邸近郊の漆谷鉱山産鉛鉱石のデータ
ときわめて近いことがわかった。このことか
ら、現在は未解決の問題である「朝鮮半島に
おける銅・鉛製錬開始時期」を研究する手が
かりが自然科学的分析によって提供できる
のではないかという着想が生まれた。 
 
（３）日本における問題点 
 これと関連する日本での研究上の課題と
して、朝鮮半島の三国時代併行期の日本の古
墳などからは多くの朝鮮半島系遺物が出土
することは、従来の考古学的研究によって指
摘されていた。さらに齋藤（2009）は、朝鮮
半島からの渡来技術が導入されたとの考察
が行われている奈良の飛鳥池遺跡出土の資
料の中に、日本産原料のものに混じって、グ
ループ GB に対応する数値を示すもののある
ことを明らかにしている。これらのことは、
古代日本の青銅器原料の供給、ひいては技術
やモノの移入や交流を考える時、従来の鉛同
位体比研究の結果から指摘されている中国
との関係だけではなく、朝鮮半島を視野に入
れて総合的な研究の見直しを図る必要が生
じていることを意味する。 
 
２．研究の目的 
 本研究では関連する下記 2 つの課題に重点
をおいて研究を展開する。 
 
（１）朝鮮半島の旧百済地域における原料供

給状況の調査および製錬開始時期の検討 
 前回科研費（平成 15～17 年度）では、青
銅器時代～三国時代の朝鮮半島南部地域（旧
加耶諸国および新羅の南の一部）が調査対象
であった。本研究ではこれと同時代の北より
の地域（旧百済を中心とし、新羅北部地域の
ほか高句麗系資料が多く出土する地域を含
む）の状況を調べる。また、同じ時期での朝
鮮半島内の異なる地域間における原料供給
状況や製錬開始時期などを比較検討する。 
 
（２）日本の製錬開始時期に至るまでの原料
産地の変遷と朝鮮半島との関係の考察 
 日本における、輸入原料を専ら使用してい
た時期から国産原料の使用を開始する時期
（６世紀末〜７世紀初め以降、大量使用は 8
世紀以降）にかけての資料を対象とし、原料
供給の変遷を詳細に調べ、特に朝鮮半島から
の技術やモノ移入の状況を考察する。これに
より、当該時期における青銅器からみた日本
と朝鮮半島との関係を明らかにしていく。ま
た日本国内でいくつかの候補地域を選択し、
それら異なる地域における銅・鉛製錬開始時
期やその際の原料産地（原料が採掘された鉱
山）についても比較検討する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）朝鮮半島の資料を対象とする研究 
 朝鮮半島の旧百済・新羅北部地域出土の青
銅器時代～三国時代の青銅資料を対象とし、
主要な原料の産地と年代的変遷、また楽浪郡
や高句麗との関連性などについて調査する。
それとともに、朝鮮半島における鉱山の採掘
と製錬の開始時期について、旧百済・新羅北
部地域での可能性を探る。 
 なお、朝鮮半島出土の調査資料の時期につ
いて、本研究では三国時代が対象であるが、
青銅器の原料供給の変遷を調べ、その流れの
中での当該時期の位置づけを明確にするた
めには青銅器時代の資料の調査が必要であ
るため、その時期までを含める。 
 
（２）日本の資料を対象とする研究 
 同時に、日本の古墳時代（4～7世紀）から
銅・鉛製錬開始時期（7～8世紀）ころまでの
青銅資料や製錬関連資料を対象とし、原料供
給の変遷を詳細に調べ、青銅器を中心とする
朝鮮半島からの技術やモノ移入の状況を調
べる。具体的には、どの地域でいつから日本
産原料の使用が始まったか、その際どの鉱山
の原料が使われたか、また韓国出土資料の調
査結果とあわせて考えることによって、日本
産原料使用開始以前はどこから原料を輸入
していたか、朝鮮半島とすればどの地域であ
るか、それは遺跡の状況や同時に出土してい
る他の種類の遺物からみてどのような関係



 

 

にあったと推測できるか、などを明らかにす
ることを研究の目的とする。 
 
（３）自然科学的な調査方法について 
 自然科学的な分析手段は鉛同位体比分析
法が中心である。現在、文化財を対象として
鉛同位体比分析法で産地推定を行っている
のは齋藤が所属する国立歴史民俗博物館（以
下、歴博）と別府大学の 2 箇所のみである。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、古代の朝鮮半島と日本の青銅器
を対象としてとりあげ、鉛同位体比分析と元
素組成分析によって原料産地を系統的に調
べることで、中国～朝鮮半島～日本における
技術とモノの動きや、製錬開始時期について
考察を行うことを目的としている。朝鮮半島
出土資料と日本国内出土資料について、対応
資料を中心に鉛同位体比分析等を実施し、比
較を行う。 
 
（１）2009 年度は、国立中央博物館および釜
山大學校博物館において、全体の研究打ち合
わせと対象とする日韓の試料について検討
を行い、本研究における 3年間の研究方針の
概要を決定した。また慶山市、蔚山市にある
青銅器時代集落跡の調査を行った。 
 朝鮮半島出土資料としては、発掘調査後の
ものを中心に扱い、韓国における調査報告書
の刊行にあわせて分析と結果の報告を行い、
データの蓄積を図ることとした。漢江文化財
研究院、京畿文化財研究院、韓國文化財研究
院などにおいて、平澤市内の遺跡から出土し
た馬形帯鉤、剣など、青銅器時代～三国時代
の青銅製品の調査と試料採取を行った。百済
地域の青銅原料の産地を調べることによっ
て、地域間の交流について考察を行うことが
可能になると考えられる。また、比較資料と
して京畿道龍舌里遺跡，内三美洞遺跡におい
て朝鮮時代、高麗時代の銅匙などの調査とサ
ンプリングを行った。 
 2010年度の朝鮮半島出土資料としては、引
き続き発掘調査財団との連携のもとに、旧百
済地域から発掘された資料を中心として分
析と結果の報告を行い、データの蓄積を図っ
た。漢江文化財研究院、韓國文化財研究院に
おいて、金浦・雲陽洞遺跡出土資料などの調
査と試料採取を行った。 
 2011 年度には、朝鮮半島出土資料として、
引き続き発掘調査財団との連携のもとに、旧
百済地域から発掘された資料を中心として
分析と結果の報告を行い、データの蓄積を図
った。京畿文化財研究院との連携のもとに、
雲井遺跡出土資料などの調査と試料採取を
行った。 
 

（２）日本国内出土資料として、2009 年度に
は、新潟県村上市の弥生時代の遺跡である山
元遺跡から出土した、朝鮮半島三国時代のも
のと考えられる青銅製品について分析を実
施した。 
 2010年度は、香川・広島・岡山における６
～７世紀の古墳出土銅鋺などや、島根県の中
村１号墳出土資料の調査と試料採取を行っ
た。後者からは、６世紀末～７世紀初の日本
産原料の使用が認められた。これは最初期の
国産原料の使用として、日本で３例目の報告
である。2009 年度に試料採取を行った筒形銅
製品片とみられる山元遺跡出土資料につい
ては、日本の弥生時代遺跡から出土した銅鍑、
小銅鐸、小形仿製鏡、広形銅矛、筒形銅器な
ど、また朝鮮半島嶺南地域で出土した馬形帯
鉤・筒型銅器・腕輪・仿製鏡などや、楽浪土
城出土資料などが示す、中国華北産原料の中
でも「ａ領域」とよばれるきわめて数値の集
中する領域に近接した同位体比を示し、考古
学的な検討結果とあわせて弥生時代に製作
された青銅器であることがほぼ確実となっ
た。これは現在までに知られている中では、
日本最北で出土した弥生時代の青銅器と位
置づけられる。 
 2011年度は、最初期の日本産原料の使用例
として確認された６世紀末〜7 世紀初の中村
１号墳（島根県）出土資料について、日本文
化財科学会第 28 回大会（筑波大学、６月）
で口頭発表を行った。ヒ素の存在に関する質
問が出たが、成分分析は実施されていなかっ
たため、不明としか答えられなかった。ただ
し、鉛濃度がきわめて低いことは確かなので、
蛍光 X 線法による簡易な分析が要望された。
2010年度に行った共同調査の成果が、第５回
アジア鋳造技術史学会（奈良県立橿原考古学
研究所、８月）で口頭発表された。中国産・
朝鮮半島産・日本産原料のものが見つかった
が、残念ながら日本産原料として最古のもの
は７世紀末であり、中村１号墳出土資料の結
果をさかのぼるものではなかった。 
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